























きいです。ＮＰＯすずめは独自に子育て支援事業行っていることが多かった ですが、立場の違う行政や白梅学園とのかかわりの中で、コーディネート力が試され、視野が広がっていくという 能性 感じています。また、ころころの森の事業ではないのですが、幼児教室すずめの子どもたちを対象にした白梅学園学生たちのワークショップが実現し、子ども ちにも、保育士にもいい刺激となりました。協働をきっかけに新しいつながりができ、そ から新たな展開が生まれることはとても有意義で楽し ことです。
２０１０年、ころころの森では乳幼児の保護者だけ
ではなく、市内の様々な世代 関係者による運営協議会が発足します。今後は地域の拠点とし、多様なニー
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ズを取り込んだ事業展開が期待されることでしょう。三者協働で培うコーディネート力は、地域をつなぐために大きな役割を果たしていくはずです。＊１
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